


















研究の目的 

高齢化社会を迎えるに当たって、その時代を担うべき現在のそしてこれから生まれる子ど

も達の健康は、単に病気がないというだけでなく、体力や気力にいたる心身の健康が求め

られることは申すまでもない。このため母子保健の効率的な実行はきわめて重要であり、

そのためには社会の変貌や母子をとりまく生活環境のすべでを視野に入れた母子保健サー

ビスのためのシステムの充実と改善はわが国の将来を左右する重大な課題である。一方い

わゆる行政改革は、効率的対人保健サービスの運営のために、保健所のあり方と市町村の

役割とを検討し改革する気運を感じさせる。こうした時代の要請を背景として、現行母子

保健システムの充実・改善を図るための具体的施策を策定するため、本研究を実施した。 


